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一

蕉
堅
道
人
絶
海
中
津
(
二
三
二
六
-

一
四
〇
五
)
が
、
当
時
の
禅
僧
の
流
行
を
承
け
て
、
汝
縣
と
と
も
に
中
国
に
い
た

っ
た
の
は
応
安
元

年

(
二
二
六
八
)
二
月
、
中
津
三
十
三
才
の
春
で
あ

っ
た
。
時
あ
た
か
も
元
末
明
初
の
転
換
期
の
さ
な
か
で
あ

っ
て
、

一
行
の
旅
程
は
す

こ
ぶ
る
案
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
さ
い
わ
い
に

一
行
は
江
南
に
い
た
っ
た
。
す
で
に
こ
の
二
月
に
は
金
陵
に
明

の
太
祖
朱
元
璋
が

即
位
し
て
洪
武
元
年
と
改
元
し
て
お
り
、
比
較
的
早
く
民
生
の
安
定
を
来
し
て
い
た
。
中
津
の
入
明
直
前
に
も
、
数
十
指
を
屈
す
る
ほ

ど
数
多
く
の
禅
僧
が
入
元
し
て
い
て
、
み
な
い
ず
れ
も
禅
蹟
を
訪
ね
、
詩
文
を
み
が
く
の
が
主
な
る
目
的
で
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
そ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
虎
関
師
錬
が
自
ら
入
元
を
志
し
た
二
十
二
才
の
時
に
、

「近
時
此
方
の
庸
纏
、
嘆
然
と
し
て
例
と
し
て

元
土
に
入
る
。
是
れ
我
国
の
恥
を
遺
る
な
り
。
我
れ
そ
れ
南
遊
せ
ぼ
彼
を
し
て
秦
に
人
有
る
を
知
ら
し
め
ん
」
と
し
、
旅
装
の
準
備
に

か
か
り
、
老
母
の
懇
請
で
中
国
旅
行
を
止
め
た
こ
と
が
あ
る
(海
蔵
和
尚
紀
年
録
)。

ま
た

「近
来
南
船
に
跨
る
者
の
太
半
は
利
の
た
め
で
あ

っ
て
法
の
た
め
で
は
な
い
。
纏
林
の
憔
惇
ま
こ
と
に
哀
れ
な
る
哉
」
と
の
嘆

声

を
発
せ
し
め
る
て
い
の
も
の
も
、
す
く
な
く
な
か
っ
た
(万
里
集
九
の
帳
中
香
)。
そ
れ
ら
の
中
で
、
中
津
は
、
夢
窓
疎
石
の
弟
子
と
し

て
、
ま
た
法
兄
義
堂
周
信
の
文
名
を
つ
が
ん
と
し
て
、
江
南
で
の
諸
師
参
訪
や
仏
寺
巡
礼

・
文
学
研
習
の
た
め
中
国
に
十
年
も
留
ま
っ

て
い
る
。

法
兄
の
義
堂
周
信
(
一
三
二
五
-

一
三
八
八
)
が
善
福
寺
に
住
し
て
い
た
僅
か
の
問
に
、
中
津
も
そ
の
衣
鉢
簿
を
掌

っ
て
寺
に
あ
っ
た
こ

絶
海
中
津
と
明
僧
と
の
交
渉

(牧
田
)
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六
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一
六
八

と

は
、

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
巻

一
に
も
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

貞
治
五
年

(
二
二
六
六
)
六
月
の
項
に
、

一
日
入
院
(善
福
寺
)、
蓋
先
国
師
敢
化
之
後
、
余
遠
来
干
海
東
、
都
元
帥
左
武
衛
将
軍
(足
利
基
氏
)、
以
法
門
昆
仲
、
法
義
甚
厚
、

遊
従
朝
夕
、
互
忘
形
体
、
故
特
下
釣
帖
、
開
堂
演
法
、
津
侍
者
号
要
関
、
告
別
将
游
江
南
、
余
草
先
国
師
行

状
而
付
之
、
蓋
聞
大

明
之
朝
、
有
文
人
宋
景
簾
者
、
呈
此
以
求
碑
文
井
銘
詞
、

と
い
う
。
夢
窓
国
師
碑
文
の
草
稿
を
義
堂
が
作

っ
て
中
津
に
托
し
た
が
、
実
際
に
宋
涙
に
中
津
が
そ
の
撰
文
を
依
頼
し
た
の
は
洪
武

八
年

(
一
三
七
五
)、
中
津
帰
国
の
前
年
の
秋
七
月
で
あ

っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
は
宋
漁
の
夢
窓
国
師
碑
銘
に
詳
し

い
。

中
津
は
、
し
た
が

っ
て
入
明
の
二
年
前
、
三
十

一
歳
の
夏
に
は
、
万
般
の
準
備
を
終
り
、
告
別
将
游
江
南
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

義
堂
に
送
別
の
挨
拶
を
し
て
ま
も
な
く
渡
航
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

宮
内
庁
図
書
寮
に
は
、
中
津

の
中
国
で
の
師
全
室
宗
渤
の
撰
述
に
な
る

『金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
註
解
』

一
冊
が
あ
る
。
洪
武
十
年
十

一
月
二
十
二
日
太
祖
の
詔
に
よ
っ
て
心
経

・
金
剛
経

・
樗
伽
経
の
三
経
を
習
通
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
註
釈
の
定
本
を
造
る
こ

と
と
な
り
、
ニ
ケ
月
の
後
に
成

っ
た
こ
と
を
記
し
た
洪
武
十

一
年
正
月
日
の
宗
渤
の
進
表
が
巻
末
に
の
せ
ら
れ
、

こ
れ
に
つ
い
で

天
界
善
世
禅
寺
住
持
臣
僧
宗
渤
註

演
福
天
台
教
寺
前
住
持
臣
僧
如
珀
同
註

な
ど
の
註
校
に
参
与
し
た
僧
侶
の
名
を
列
挙
し
た
あ
と
、

康
暦
二
年
庚
申
八
月
日
重
刊
子
臨
川
寺



の
刊
記
が
あ
る
。
洪
武
十

一
年
刊
本
に
よ
っ
た
臨
川
寺
版
で
あ
る
。

次
に
御
製
心
経
序
、
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
註
解
本
文
を
の
せ
、

つ
い
で
金
剛
般
若
経
註
解
の
時
と
同
じ

一
行
の
刊
記
が
あ
る
。
そ
の

左

傍
に
朱
筆
で

必
是
正
覚
国
師
之
徒
、
絶
海
和
尚
将
来
ナ
ル
ベ
シ

と

の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
も
と
よ
り
年
月
不
明
の
こ
の
朱
筆
書
き
入
れ
を
も

っ
て
断
証
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
永
和
二
年
(
一
三

七
六
)正
月
に
中
津
、
良
佐
等
が
帰
朝
し
た
と
い
う
通
説
に
対
し
て
、
延
宝
伝
燈
録
(巻
二
四
)
の
康
暦
元
年

(
二
ご
七
九
)
帰
朝
説
も
あ
り
、

も
し
中
津
ら
が
康
暦
元
年
帰
朝
と
す
れ
ば
、
中
津
が
こ
の
書
の
原
本
を
持
ち
帰

っ
た
と
の
類
推
も
不
可
能
で
は
な

い
。

こ
の
頃
、
蒙
古
人

の
元
は
、
江
南
に
全
く
力
無
く
我
が
貞
治
三
年

(
二
ご
六
四
)
即
ち
元
の
至
正
二
十
四
年
に
は
、
朱
元
璋
が
自
立
し

て
呉
王
を
称
し
て
い
る
し
、
四
年
後
の
応
安
元
年
即
ち
明
の
太
祖
の
洪
武
元
年
と
な

っ
て
、
帝
を
称
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が

っ
て

江
南
の
地
に
中
津
が
行

っ
た
頃
に
は
も
は
や
治
安
も
よ
ほ
ど
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
至
正
二
十
六
年

(貞
治
五
年
)
に

は
准
安

こ
操
州

・
宿
州

・
徐
州
の
地
も
朱
元
璋
の
領
域
と
な

っ
て
い
る
し
、
五
月
に
は
朱
元
璋
の

一
大
敵
国
の
観
の
あ

っ
た
張
士
誠
の

根
拠
地
を
攻
め
て
、
湖
州
杭
州
を
お
と
し
い
れ
、
張
士
誠
を
捕
え
、
ほ
と
ん
ど
明
王
朝
創
業
の
基
礎
を
確
立
し
得
た
の
で
あ

っ
た
。
そ

れ
で
も
応
安
三
年
(洪
武
三
年
、

ニ
ニ
七
〇
)
十

一
月
三
日
付
の

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
(巻

一
)
に
は
、

興
東
蔵
主
回
自
江
南
、
出
示
諸
老
送
偶
、
且
云
、
江
南
大
乱
、
仏
法
之
厄
、
莫
甚
於
斯
時
、
中
端
侍
者
、
中
津
侍
者
皆
無
慈
、
又

云
、
今
江
南
於
明
州
海
辺
造
船
、
将
伐
高
麗
国
、
恐
当
及
吾
国
鰍
、

と
記
し
て
い
る
。

絶
海
中
津
と
明
僧
と
の
交
渉

(牧
田
)

一
六
九



一
七
〇

こ
の
興
東
蔵
主
は
、
木
宮
泰
彦
博
士
も
い
う
ご
と
く
、
洪
武
三
年
七
月
二
十
六
日
、
七
十
五
才
で
入
寂
し
た
楚

石
梵
碕
に
も

「送
日

本
東
蔵
主
遊
台
鷹
」
の
詩
が
あ
り

(楚
石
梵
碕
禅
師
語
録
巻
+
五
)、
興
東
を
天
台
山
に
送
る
こ
の
詩
偶
も
元
末
明
初

に
、
中
津
よ
り
は
早

く
中
国
に
渡

っ
た
禅
僧
の
生
活
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
中
津
や
介
然
中
端

の
無
事
な
こ
と
を
記
す
と
と
も

に
、
江
南
大
い
に
乱

れ
、
仏
法
の
厄
、
こ
の
時
よ
り
甚
だ
し
き
は
な
し
と
い
う
の
は
、
興
東
が
船
右
梵
碕

の
会
下
に
あ

っ
て
江
南
に
住

し
た
彼
の
体
験
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
帰
朝
談
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
言
う
江
南
大
乱
が
靖
難

の
役
を
示
す
も
の
は
あ
き
ら
か
で
は
あ

る
が
、
果
し
て
何
年

何
月
頃
の
出
来
事
で
あ

っ
た
か
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
江
南
で
軍
船
を
建
造
し
て
お
り
、
高
麗
を
伐

つ
た
め
の
も
の
で
は
あ
る

と
い
う
が
、
我
が
国
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
当
時
の
世
情
を
窺
う
に
足
る
も
の
と
い
え

よ
う
。

以
上
の
よ
う
な

『
空
準
日
用
工
夫
略
集
』

の
義
堂
の
記
録
か
ら
は
、
大
明
洪
武
元
年
二
月
航
漠
南
游
、
寓
中
竺
、

依
全
室
禅
師

(絶

海
和
尚
語
録
下
)
と
い
う
の
が
、
日
本
を
船
出
し
た
時
か
、
は
た
ま
た
明
に
い
た
っ
た
年
時
か
は
あ
き
ら
か
で
は
な

い
。
お
そ
ら
く
前
掲

の
義
堂
の
善
福
寺
在
住
中
、
中
津
が
送
行
を
告
げ
た
貞
治
五
年

の
夏
か
ら
秋

の
間
に
、
彼

の
地
に
わ
た
り
、
諸
方

を
巡
歴
し
て
洪
武
元

年
二
月
に
い
た

っ
て
、
杭
州
中
天
竺
寺

の
全
室
禅
師
宗
渤

の
も
と
に
安
止
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二

 

宗
渤
(
;
二

八
1

一
三
九

一
)
は
字
は
季
潭
、
漸
江
省
台
州
臨
海

の
人
で
あ
り
、
時
に
五
十
才
。
杭
州
中
天
竺
寺

に
宗
渤
が
入
寺
し
た



の
は
洪
武
元
年
四
月
十
五
日
(全
室
和
尚
語
録
中
の
杭
州
府
中
天
竺
禅
寺
語
録
)
で
あ
る
か
ら
、
中
津
が
中
天
竺
寺
に
い
た

つ
た
の
は
な
お
宗

渤

の
入
寺
以
前
の
こ
と
で
あ

つ
た
ろ
う
。
国
初
、
太
祖
が
天
下
の
学
行
あ
る
名
僧
を
集
め
た
時
、
そ
の
首
に
選
ば
れ
た
の
が
宗
渤
で
あ

り
、
洪
武
四
年
正
月
二
十
五
日
に
は
径
山
に
住
し
、

つ
い
で
洪
武
五
年
に
は
太
祖
の
勅
命
に
よ
っ
て
、
金
陵
(今
の
南
京
)天
界
寺
主
と

し
て
首
都
に
在
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
津
ら
が
中
天
竺
寺
に
居
た
の
は
、
き
わ
め
て
短
い
期
間
で
あ

っ
た
。
太
祖

が
唐
の
玄
宗
の
故

智

に
な
ら
っ
て
般
若
心
経
や
金
剛
般
若
経

・
楊
伽
経
の
注
解
を
如
珀
(
;
三

〇
1

一
三
八
五
)
・
宗
渤
に
命
じ
、
宗
渤

ら
は
勅
に
応
じ
て

作
製

し
、
洪
武
十
年

(
;

一七
七
)
に
は
天
下
に
こ
の
注
解
を
頒
行
し
た
。

つ
い
で
そ
の
年
命
を
奉
じ
て
西
域
に
使

い
し
、
同
十
五
年
に

帰
朝

し
た
。
そ
の
時
の
詠
詩
は

「西
天
紀
行
」
と
し
て
、

『全
室
藁
』
に
若
干
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宗
渤

の
伝
は
全
室
和
尚
語
録
に

附
載

さ
れ
た
径
山
仏
幻
比
丘
心
泰
撰
の
前
天
界
禅
寺
住
山
全
室
大
禅
師
塔
銘
に
詳
し
い
。
こ
の
よ
う
な
明
初
仏
教
界

の
大
立
物
で
あ

っ

た
宗
渤
の
薫
陶
を
う
け
た
中
津
の
中
国
で
の
生
活
で
、
参
禅
の
ほ
か
、
詩
文
や
書
道
に
つ
と
め
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

『仏
智
広
照
浄
印
栩
聖
国
師
年
譜
』
(蕉
堅
稿
附
載
)
に
よ
れ
ぱ
、

初
め
て
そ
の
も
と
に
い
た
っ
た
中
津
は
宗
渤
の
も
と
に
焼
香
侍
者

と
な
り
、

つ
い
で
蔵
主
に
転
じ
の
ち
霊
隠
寺
に
い
た
り
、
用
貞
良
公

(輔
良
、
号
は
介
蕎
)、
清
遠
潤
公

(懐
潤
、
号
は
竹
蕎
)
に
法
を
と
う

て
い
る
。
中
津
は
最
初
は
こ
の
杭
州
浄
慈
寺
の
潤
公
の
も
と
で
参
禅
す
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
の
が
、
侍
局
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
を
辞
し
て

就

か
ず
、
遂
に
宗
渤
の
も
と
に
師
事
し
た
の
で
あ
る
。

『
蕉
堅
稿
』
開
巻
第

一
、
五
言
律
詩
に

「呈
真
寂
竹
奄
和
尚
」
と
い
う
竹
蓄
和
尚
は
こ
の
清
遠
滑
公
(仏
祖
綱
目
巻
四
十

一
、
繹
氏
稽
古

略
続
集
巻
二
)
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
詩
に
和
し
た
滑
公

の
文
に
、

絶
海
蔵
主
は
つ
と
め
て
本
参
禅
を
究
め
、
禅
燕
の
い
と
ま
に
は
ま
ま
吟
詠
を
事
と
し
て
い
る
。
語
を
吐
い
て
す
な
わ
ち
は
奇
な
り
、

絶
海
中
津
と
明
僧
と
の
交
渉

(牧
田
)

一
七
一



一
七
二

と

い
う
。

ま
た
初
め
杭
州
浄
慈
寺
に
住
し
、

の
ち
金
陵
天
界
寺
に
住
し
た
夷
簡

(続
燈
存
稿
巻
八
)
は
中
津
の
心
友
で
、
中
津
に

「悼
簡
上
人
」

の
七
言
律
詩
も
あ
る
。
こ
の
夷
簡
が
中
津
の
平
生
を
、

絶
海
蔵
主
嘗
依
今
龍
河
全
室
宗
主
於
中
天
竺
室
中
、
参
究
禅
学
、
暇
則
工
於
為
詩
、
又
得
楷
法
於
西
丘
竹
庵
禅
師
、
故
出
語
下
筆

倶
有
準
度
、
将
遊
上
国
、
観
人
物
衣
冠
之
盛
、
…
…

と
記
し
て
い
る
。
よ
く
中
津
の
面
目
を
伝
え
た
も
の
と
言
い
得
よ
う
。

中
津
と
交
遊

の
あ

っ
た
明
の
禅
僧
は
、
そ
の
中
国
で
の
師
僧
全
室
宗
渤
を
は
じ
め
、
十
年
に
及
ぶ
江
南
で
の
生
活
だ
け
に
頗
る
多
い
。

し
か
し
い
中
津
の
文
学
に
つ
い
て
頗
る
適
切
な
批
評
を
な
し
、
と
も
す
れ
ば
文
学
禅
に
堕
し
が
ち
な
禅
僧

へ
の
文
学

へ
の
傾
倒
を
深
く

い
ま
し
め
た
道
街
は
、
も
っ
と
も
記
億
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
人
で
あ
る
。

,

道
街
(
二
ご
三
蓋
ー
一
四

一
八
)
は
中
津
バ
ニ
三
二
六
i

一
四
〇
五
)
の
師

の
宗
渤
(
二
一二

八
-

一
三
九

一
)
と
は
頗
る
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た
。

も

と
も
と
道
衡
の
師
智
及
は
径
山
に
住
し
た
名
僧
で
洪
武
六
年

(
二
二
七
三
)、

太
祖
洪
武
帝
が
人
心
収
撹
策

の
一
法
と
し
て
、
天
下
有

徳

の
僧
十
人
を
金
陵
に
あ

つ
め
た
時
、
そ
の
首
に
推
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
智
及
が
宗
渤
と
親
し
く
、
そ
の
縁
で
、
道
衡
も
中
津

と
径
山
や
杭
州
で
交
渉
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
師
智
及
の
死
後
、
道
術
は
宗
渤

の
推
挙
に
よ
っ
て
、
燕
王
様
(後
の
成
祖

永
楽
帝
)
の
家
僧
と
し
て
、
燕
京
に
随
従
し
た
。
の
ち
、
燕
王
の
謀
師
と
し
て
靖
難
の
師
を
興
し
、
太
祖
正
嫡

の
建
文
帝
を
逐
っ
て
燕
王

が
帝
位
を
奪
う
に
い
た
っ
た
こ
と
は
史
上
に
名
だ
か
い
事
件
で
あ
る
。
道
術
は
そ
の
功
に
よ
っ
て
太
子
少
師

の
高
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
銚

広

孝
と
名
を
賜
っ
た
。
こ
の
道
衡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
研
究
を
近
く
別
に
公
刊
す
る
の
で
、
今
は
略
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
な
道
術
の



事
蹟

を
伝
え
き
い
た
晩
年

の
中
津
が
、
建
文

・
永
楽
の
交
替
期
に
、
弟
子
等
聞
を
し
て
、
自
ら
の
語
録
、
詩
集
な
ど

の
序
文
を
求
め
し

め
た

こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
き
わ
め
て
普
通
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

中
津
が
在
明
十
年

の
の
ち
、
寧
波
か
ら

一
路
日
本

へ
の
帰
航
に
た
と
う
と
す
る
お
そ
ら
く
は
そ
の
前
夜
、
彼
が
詠
じ
た
七
言
律
詩
は
、

ま

こ
と
に
彼
に
と
っ
て
の
忘
れ
が
た
い
江
南
で
の
生
活
詩
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

四
明
館
駅
に
て
龍
河
の
猷
仲
徽
に
簡
す

ほ
と

十
年
、
跡
を
寄
す
、
江
准
の
上
り

ひ
さ

此

の
日
、

郷

に

還

る
、

雨
露

余

し

こ
う
べ

客
路
扁
舟
、
首
を
め
ぐ
ら
す
処

離
る
る
愁
、
幅
に
満
う
、
故
人
の
書

む
じ
な

生
を
謀

つ
て
空
し
く
擬
す
、

一
丘
の
酪

道
を
学
ん
で
深
く
噺
ず
、
千
里
の
魚

お

も

い

浩
蕩
た
る
所
思
、
誰
に
向
つ
て
か
説
か
ん

ま
ぱ

旅
亭
の
風
雨
、
夜
鐙
躁
ら
な
り

絶
海
中
津
と
明
僧
と
の
交
渉

(牧
田
)
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一
七
四

三

 

中
津
が
洪
武
九
年

(
一
三
七
六
)、

宮
中

の
英
武
楼
で
太
祖
に
拝
謁
し
、
紀
州
熊
野
の
徐
福
の
祠
に
つ
い
て
、
帝

の
需
め
に
応
じ
て
詩

を
賦
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
中
津
が
在
明
十
年

の
の
ち
、
日
本
に
帰
ら
ん
と
し
た
の
に
対
す
る
明
国
の
優
遇
策

に
も
と
つ
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
旧
知
の
道
鼻
、

一
如
ら
が
、
そ
の
の
ち
建
文
壬
午
(四
年
、

一
四
〇
二
)、
帝
意
を
受
け
て
国
使
と

し

て
日
本
に
来
り
、
法
住
寺
に
館
し
た
の
は
応
永
九
年
八
月
で
あ
り
、
そ
の
二
月
前
の
六
月
、
す
な
わ
ち
国
使
が
な
お
航
海
中
に
、
道

術
を
総
参
謀
す
る
燕
王
様

の
軍
に
追
わ
れ
て
建
文
帝
は
落
飾
す
る
の
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
道
整
ら
の
国
使
は
お
そ
ら
く
は
な

お
察
知
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
京
都
相
国
寺
で
中
津
と
あ
い
、
お
お
い
に
旧
交
を
温
め
た
。

『
蕉
堅
稿
』

に
は
、
太
祖
と
の
徐

福
祠
に
つ
い
て
詩
賦
を
の
せ
た
あ
と
に
、

余
使
日
本
国
、

一
見
万
年
山
中
、
沐
以
旧
遊
為
懐
、
数
相
詞
慰
、

と
、
三
十
数
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
道
舞
ら

の
感
慨
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
と
き
中
津
六
十

七
才
で
あ

っ
た
。

そ
の
翌
年
応
永
十
年
、
等
聞
は
こ
れ
ら
の
応
酬
を
も
ふ
く
め
た

『
蕉
堅
稿
』
や

『
絶
海
和
尚
語
録
』
を
携
行
し
て
、
入
明
使
節
に
随

行
し
、
当
時
の
例
に
な
ら
っ
て
江
南
の
名
僧
に
序
祓
を
請
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
等
聞
に
つ
い
て
は
、

『
絶
海
和
尚
語
録
』
巻
下
に

お
さ
め
る
中
津

の

「送
聞
蔵
主
」
の
中
に
、



等
聞
蔵
主
は
謹
慰
通
敏
、
志
は
道
に
篤
し
、
け
だ
し
後
進
の
中
、
魏
然
と
し
て
秀
出
す
る
者
な
り
、

と
序
し
て
警
策

一
偶
を
述
べ
て
そ
の
壮
行
を
は
げ
ま
し
て
い
る
。

「公
私
こ
と
弁
ず
れ
ば
帰
る
こ
と
速
か
な
る
べ
し
」
と
特
に
い
ま
し

め

て
い
る
こ
と
も
、
在
明
十
年
の
生
活
を
送
っ
た
中
津
の
感
想
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
三
十
数
年
前
の
江
南
で
の
悠
々
た
る
日
々

を
懐
い
、
新
政
権
下
の
中
国
の
変
貌
を

一
日
も
早
く
知
り
た
い
と
の
念
願
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。

中
津
の
等
聞

へ
の
壮
行
偶
に
和
し
て
、
天
竺
寺
の
如
蘭
も
ま
た
、
等
聞
の
帰
国
の
畿
別
と
し
て
七
言
詩
を
贈

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

推
察
す
れ
ば
、
現
行
の
中
津
の
語
録
な
ど
は
、
等
聞
の
帰
国
後
さ
ら
に
若
干
の
増
補
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

京
大
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
蔵
経
書
院
寄
贈
本
に
両
足
院
所
蔵
の
刊
本
を
書
写
し
た
道
術
の
詩
文
集
で
あ
る
「独
篭
外
集
続
藁
」

が
あ
る
。
そ
の
巻
末
に
、

て
で

独
庵
外
集
続
藁
己
騰
口
梓
、
弦
続
藁
二
冊
付
与
扶
桑
小
比
丘
等
聞
、
持
帰
本
国
、
可
出
似
遭
師
、
絶
海
和
尚
必
有
以
見
教
也
、

永
楽
元
年
蒼
龍
癸
未
冬
十

一
月
十

↓
日

道
衡

と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
絶
海
和
尚
語
録
序
(浄
慈
寺
道
聯
)
・
絶
海
和
尚
蕉
堅
稿
序

(僧
録
司
左
善
世
道
術
)
・
絶
海
和
尚
蕉
堅
稿
駿

(上
天
竺
寺
如

蘭
)
と
同
じ
く
、
等
聞
が
応
永
十
年
(
一
四
〇
三
)、に
入
明
し
た
さ
い
、
道
衡
が
自
著
を
旧
知
の
中
津
和
尚
に
わ
た
す
よ
う
依
頼
し
た
も
の

で
あ
る
。
永
楽
元
年

(
一
四
〇
三
)
と
い
え
ば
、
明
の
成
祖
が
永
楽
と
改
元
し
、
国
を
あ
ら
た
め
た
年
で
あ
り
、
金
陵

で
当
時
僧
録
司
左

善

世
を
拝
し
た
道
衡
が
、
靖
難
の
こ
と
も

一
段
落
を
告
げ
て
い
た
六
十
九
才
の
冬
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

等
聞
の
入
明
は
、
の
ち
に
南
禅
寺
第
七
十
五
世
と
な

っ
た
堅
中
圭
密
の
第

一
次
の
入
明
に
随
行
し
た
も
の
で
、
応
永
十
年
か
ら
翌
十

絶
海
中
津
と
明
僧
と
の
交
渉
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田
)
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一七
六

一
年
の
ニ
ケ
年
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
堅
中
の
第

一
次
の
入
明
は
、
道
郵
天
倫

・
一
蕎

一
如
が
明
の
第

二
主
建
文
帝

の
訪

日
使
節
と
し
て
来
朝
し
た
こ
と
に
対
す
る
答
礼
使
と
し
て
出
発
し
た
も
の
で
、
等
聞
は
そ
れ
に
随
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
彼

の
地
に
到

着

し
て
み
る
と
、
す
で
に
靖
難
の
師
も
お
さ
ま
り
、
建
文
帝
は
逃
鼠
し
て
そ
の
所
在
を
知
ら
ず
、
成
祖
永
楽
帝
が
即
位
し
て
い
た
。
恵

文
帝

へ
の
答
礼
使
節
と
し
て
入
国
し
た
も
の
の
そ
の
任
を
果
し
得
ず
、
堅
中
が
代
っ
て
新
主
永
楽
帝

の
即
位
を
賀

す
る
使
節
と
な
っ
て
、

自
作
の
賀
表
を
捧
呈
し
た
(善
隣
国
宝
記
、
巻
中
)と
い
う
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
異
説
も
あ
る
。
木
宮
博
士
が

「
日
華
文
化
交
渉
史
」

に
記
す
と
お
り
、
吉
田
家
次
日
記
(応
永
+
年
二
月
+
九
日
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
圭
密
が
作

っ
た
と
い
う
成
祖
永
楽
帝

へ
の
賀
詞
も
、
明
国

の
事
情
に
あ
か
る
い
中
津
の
あ
ら
か
じ
め
案
文
す
る
と
こ
ろ
で
、
も

っ
て
、
当
時
の
入
明
使
節

の
混
惑
ぶ
り
も
察

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

等

聞
が
道
術
に
請
う
た

「蕉
堅
稿
」
の
序
文
の
日
附
は
十

一
月
既
望
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は

「独
篭
外
集
続
藁
」
は
、
最
初
に
道

衡

に
序
を
請
う
た
と
き
に
、
自
ら
駿
文
を
記
し
て
等
聞
に
托
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
津
が
は
た
し
て
こ
の
書
を
等
聞
か
ら
得
て
披
閲

し
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
文
化
十
二
年
強
月
八
日
西
山
招
慶
禅
院
蔵
版
の
蕉
堅
稿
に
附
さ
れ
た
仏
智
広
照
浄
印

栩
聖
国
師
年
譜
に

よ
れ
ぱ
、
中
津
は
応
永
八
年

(
一
四
〇
一
)
十
二
月
乙
酉
に
辞
世
頒
が
あ
り
、
こ
れ
は
の
ち
に
応
永
十
二
年
乙
酉
四
月

五
日
入
寂
説
と
混

溝

し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
通
説
の
よ
う
に
応
永
十
二
年
入
寂
と
す
れ
ば
、
等
聞
は
あ
る
い
は
中
津
に
こ
の
独
篭
外
集
続
藁
を
献
じ
て

大

い
に
師
を
喜
ば
し
め
得
た
で
あ
ろ
う
。
本
国
に
持
ち
帰
り
、
絶
海
和
尚
に
い
だ
し
た
な
ら
ば
、
和
尚
は
必
ず
こ
の
続
藁
に
つ
い
て
教

え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
と
の
道
循
の
嚴
は
、
洪
武
の
初
め
を
偲
ん
だ
彼
の
心
境
が
窺
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



,

四

道
街
が
春
屋
妙
龍
の

『智
覚
普
明
国
師
語
録
』
に
序
を
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
当
時
の
日
本
禅
僧
間
の
、
中
国
僧
に
語
録
類
の
序
祓

を
求
め
る
流
行
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
永
楽
二
年

(
一
四
〇
四
)
十
月
二
十
六
日
、
当
時
七
十
歳
で
資
善
大
夫
太
子
少
師
兼
提
調
僧

録

司
事
の
官
職
に
あ

っ
た
道
術
は
妙
龍
の
門
人
芳
通
の
請
に
よ

っ
て
序
文
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
左
の
文

に
よ

っ
て
も
知
ら

れ

る
よ
う
な
、
い
わ
ば
通
り

一
遍
の
も
の
で
あ
る
。

大
丈
夫
乗
慧
剣
、
般
若
鋒
分
金
剛
焔
、
非
但
能
罹
外
道
心
、
早
曽
落
却
天
魔
胆
、
日
本
智
覚
普
明
国
師
、
握
吹
毛
剣
、
三
住
名
藍
、

為

一
切
人
、
全
生
全
殺
、
外
道
天
魔
、
奔
走
乞
命
、
可
謂
、
出
世
之
大
丈
夫
也
哉
、
其
門
人

薪
鴨
来
中
国
、
持
師
語
録
、
過
余
請

題
、
遂
焚
香
再
四
展
玩
、
愛
其
斬
釘
戴
鉄
語
不
留
磯
、
不
能
無
撃
節
歎
賞
、
而
書
以
帰
諸
、

こ
の
序
文
に
比
し
て
、
同
じ
く
道
衡
が
撰
し
た
中
津
の
文
集
の
序

の
ご
と
き
は
、

い
か
に
も
往
年
の
交
り
を
示
す
が
ご
と
き
、
友
を

思
う
情
劫
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

数
多
い
入
明
五
山
禅
僧
の
主
要
な
目
的
は
、
文
学
上
の
研
鐙

に
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
彼
等
が
参
訪
し
た
中
国
江
南
の

諸
禅
僧
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
禅
僧
た
ち
に
接
し
て
、
快
か
ら
ず
思
う
人
も
す
く
な
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
中
津
の
弟
子
等
聞

が
師
の
文
集
(蕉
堅
稿
)を
道
街
の
も
と
に
持
参
し
て
そ
の
序
を
請
う
た
と
き
、
道
循
の
お
そ
ら
く
は
そ
の
よ
う
な
日
本
禅
僧
の
弊
風
に

対
す
る
平
素
の
感
慨
が
あ
き
ら
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。

絶
海
中
津
と
明
僧
と
の
交
渉

(牧
田
)

一
七
七



一
七
八

中
天
竺
寺
の
如
蘭
は
全
室
宗
渤
と
頗
る
親
密
な
往
来
が
あ

っ
た
た
め
、
全
室
の
門
に
い
た
中
津
を
熟
知
し
て
い
た
。

『蕉
堅
稿
』
に

蹟
を
書

い
て

「今
観
絶
海
之
著
作
、
則
旧
遊
風
景
、
倶
在
目
前
」
と
記
し
、

つ
い
で

た

吾
が
中
州
の
士
の
文
学
に
老
け
た
る
者
と
錐
も
、
是
(中
津
)に
過
ぎ
ざ
る
な
り
、
且

つ
日
東
語
言
の
気
習
な
し
、

と
激
賞
し
て
い
る
。
た
し
か
に
中
津
の
文
学
は
在
明
十
年
の
閲
歴
が
示
す
よ
う
に
、
す
こ
ぶ
る
日
本
人
ぼ
な
れ
の
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
道
術
は
そ
の
よ
う
な
中
津
の
文
才
を
賞
め
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
後
人
が
文
学
偏
向
の
禅
者
に
お
ち

い
ら
ぬ
よ
う
と
の
警

告
を
発
し
て
い
る
。

お
し
え

詩
そ
の
も
の
は
決
し
て
道
か
ら
は
な
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
は
詩
は
風
俗
に
つ
な
が
り
教
化
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ

っ
て
世
の
治
乱
興
亡
も
徴
証
を
あ
き
ら
か
に
し
、
勧
善
懲
悪
の
道
理
も
世
人
の
誠
め
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
漢
魏

六
朝
よ
り
唐
宋
の
世
に
な
る
と
、
知
識
人
の
詩
を
尚
ぶ
者
は
す
こ
ぶ
る
盛
ん
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
古
代

の
詩
の
本
質
は
失
な

わ
れ
て
、
風
雲
月
露
の
吟

・
華
竹
丘
園
の
詠
を
中
心
と
し
て
、
外
界
の
景
色
に
心
を
う
ば
わ
れ
て
、
世
教
を
た
す
け
る
よ
う
な
こ

と
は
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
無
用
の
も
の
の
も
て
あ
そ
び
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
仏
教
界
に
お
い
て
も
、
古
来
、
詩
を
尚
ぶ
も

の
は
多
く
、
奮
の
湯
休

・
唐
の
霊
徹

・
較
然

・
道
標

・
斉
巳

・
宋
の
恵
勲

・
道
潜
な
ど
は
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
詩
僧
と
い
え
よ

う
。
し
か
も
山
林
草
沢
の
な
か
、
煙
霞
泉
石
の
ほ
と
り
で
、
お
く
ぶ
か
く
し
ず
か
な
ひ
ろ
び
う
と
し
た
心
で
、
道
を
中
心
と
し
て

楽
し
む
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
詩
の
言
は
正
し
い
性
情
か
ら
出
て
お
り
、
庸
俗
の
な
か
に
堕
ち
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
詩
を
読

み

調
す
る
人
は
、
よ
っ
て
も
っ
て
耳
目
を
清
ら
か
に
し
て
、
そ
の
心
を
暢
ぱ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
絶
海
禅
師
は
詩
に
お
い

ふ
ね

て
も
よ
く
知
ら
れ
た
僧
で
あ
る
。
壮
歳
旅
嚢
を
と
と
の
え
て
艘
に
乗
り
大
海
を
航
し
て
中
国
に
来
り
、
杭
州

の
千
歳
巌
全
室
和
尚

◎



の
も
と
で
仏
法
を
求
め
、
暇
あ
れ
ば
詩
文

の
勉
強
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
故
に
禅
師
は
よ
く
詩
の
体
裁
を
得

て
い
て
、
そ
の
詩

の
清
娩
哨
雅
な
こ
と
は
、
そ
の
正
し
い
性
情
か
ら
発
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
吾
や
唐
の
詩
僧
達
と
い
え
ど
も
絶
海
を
こ
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
禅
師
が
平
生
に
作
る
と
こ
ろ
の
詩
若
干
篇
を
弟
子
の
等
聞
が
あ
つ
め
て

一
秩
と
し
て
蕉
堅
稿
と
題
し
、
私
に
巻

首
に
序
文
を
も
の
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
絶
海
禅
師
は
三
度
名
刹
に
住
し
て
大
床
座
に
拠
り
、
直
指
の
道
を
も
っ
て
仏
道
を
学

ば
ん
と
す
る
者
た
ち
に
開
示
し
た
。
そ
の
声
望
は
海
内
に
重
い
。
し
か
し
禅
師
に
お
い
て
は
詩
を
視
る
こ
と
は
土

胤
(ち
り
あ
く
た
)

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
し
て
自
分
の
詩
集
に
蕉
堅

(蕉
は
ち
り
あ
く
た
)
と
名
づ
け
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
も
と

よ
り
吟
詠
に
沈
泥
す
る
な
ど
の
こ
と
は
な
い
。

臆
、
絶
海
禅
師
の
後
の
人
、
も
し
詩
を
尚
ば
ん
と
す
る
者
あ
ら
ば
、
ま
さ
に
禅
師
に
の
っ
と
る
べ
き
で
あ
る
。

(詩
を
尚
ん
で
も
)

外
界
の
景
色
に
心
を
う
ば
わ
れ
な
ど
し
て
、

一
時
の
快
を
取
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
ま
ざ
に
道
を
は
な
れ
る
こ
と
遠
き
も
の
で
あ
る
。
な
ぐ
さ
み
に
物
を
も
て
あ
そ
び
志
を
喪
な
う
な
ど
の
こ
と
は
何
の
益
に
も
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
こ
の
趣
旨
を
蕉
堅
稿
に
序
し
て
、
学
者
に
観
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
実
は
警

め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
(取
意
)

永
楽
元
年
蒼
龍
癸
未
十

一
月
既
望

僧
録
司

・
左
善
世
の
道
衡
序
す
。

こ
の
よ
う
な
、
後
の
禅
僧
に
し
て
詩
を
学
ぱ
ん
と
す
る
者
に
、
禅
僧
と
し
て
の
本
分
を
き
び
し
く
誠
め
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
は
他

に
例
を
見
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
衡
に
は
、
逃
虚
子
詩
集

・
独
庵
外
集

・
全
続
藁
な
ど
の
詩
文
集
が
あ
る
が
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
彼

に
と
っ
て
は
片
手
間
の
風
流
事
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
そ
の
大
半
を
占
め
る
も
の
は
、
仏
事
釈
教
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、

絶
海
中
津
と
明
僧
と
の
交
渉

(牧
田
)

一
七
九
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い
わ
ゆ
る
風
雲
月
露
の
吟
、
華
竹
丘
園
の
詠
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
禅
浄
に
関
す
る
数
多
く
の
著
作
が
そ
の
主
要
な
労
作
で
あ
り
、
儒
道

に
対
す
る
仏
教
の
優
越
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
仏
教
界
の
内
部
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
晩
年
靖
難
第

一
の
功
臣
と
し
て

高
位
高
官
に
あ
り
成
祖
に
対
す
る
臣
下
の
礼
と
し
て
や
む
を
得
ず
還
俗
し
た
と
は
い
え
、
生
涯
僧
形
を
改
め
る
こ
と
な
く
、
仏
寺
に
居

止
し
て
如
法
な
戒
律
厳
守
の
生
活
を
貫
徹
し
た
道
街
に
し
て
、
は
じ
め
て
、
こ
の
よ
う
な
、
詩
は
あ
く
ま
で
風
俗

に
つ
な
が
り
教
化
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
古
詩
の
本
義
を
失
な
わ
ず
、
近
頃
の
禅
家
の
吟
詠
に
沈
泥
す
る
も
の
を
堅
く
誠
め
た
言
辞
が
発
せ
ら
れ

た

の
で
あ
る
。
道
衡
の
語
は
必
ず
し
も
日
本
の
五
山
文
学
の
徒
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
江
南
の
禅
僧
た
ち
に
も
そ
の
弊

風
が
横
溢
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
で
も
あ
ろ
う
か
。
然
し
、
の
ち
の
入
明
僧
策
彦
の
旅
行
記
類
や

『
謙
斎
詩
集
』
な
ど
を
見
て

も
知
ら
れ
る
よ
う
な
、
五
山
文
学
者
流
の
雪
月
花
鳥
の
吟
詠
に
終
始
し
て
、
僧
者
の
本
分
を
忘
れ
て
片

々
た
る
詩
文
の
徒
に
堕
し
た
か

の
よ
う
な
詩
僧
の
籏
出
は
、
道
衡
の
こ
の
憂
を
し
て
つ
い
に
杷
憂
に
終
ら
し
め
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。


